
福岡県における今後の取組み（案）
【必要な対応】

○高齢者の多剤服用（ポリファーマシー）対策のための指針の普及・浸透を図る。

○多様な医療現場の多職種連携の下での情報収集、管理及び共有

○高齢者の薬剤使用に関する医薬関係者及び高齢者自身の理解・意識の向上

【課題】

 医師、薬剤師でポリファーマシーに対する認知度は高いものの、減薬アプローチや指針・ガイドライン
等の活用事例は少なく、指針・ガイドライン等を活用したエビデンスの蓄積が求められている。

 ガイドライン等の活用には、減薬に対する安全面での配慮が不可欠で、医師、薬剤師、看護師等の
多職種連携が必要なため、ハードルが高い。

○事業の実施

福岡県内での指針の活用実績を
得るため、協力医療機関を選定し、
東大病院で実施している「薬剤師に
よる持参薬評価テンプレートを用い
たスクリーニング」を導入して、減薬
アプローチを実施する。

○お薬手帳の活用促進

服薬情報の一元化を図り、お薬手
帳の正しい活用を促進するため、７
５歳以上の重複服薬者に対して、
リーフレット及びお薬手帳ホルダー
を送付し、その効果を解析する。

・リーフレット
お薬手帳を持参することの意義
やメリットを記載
・お薬手帳ホルダー
保険証、診察券などと併せて
お薬手帳を携行できるもの

○研修会の開催

指針の普及・浸透を図るため、医
師、薬剤師、看護師等の多職種を
対象に、減薬アプローチの取組事
例等の講演を実施する。

・ポリファーマシー対策のための指
針

・減薬アプローチの取組事例

・高齢者に特徴的な有害事象

・高齢者に適切な薬物療法

・国や県の動向、取組
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• 薬剤師による入院患者の持参薬評価テン
プレートを用いたスクリーニング

• 薬剤調整の検討が必要な患者情報を医
師へ情報提供

• 必要に応じて多職種協働での処方見直し
• 処方への影響を解析
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